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企業と雇用システム

まとめ１
日本的雇用慣行と非正規化

高田好章

第１３回

２０１７年１月６日
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最近の新聞記事から

2016-12-27朝日新聞

企業名の公表基準

・書類送検
↓

・大企業で
月１００時間違法残業
年間３事業場： １件

↓ 今回
・過労死発生で
別事業所でも過労死
又は
月１００時間違法残業

※１件でも過労死発生
で公表すべし：森岡氏
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最近の新聞記事から

2016-12-25朝日新聞
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最近の新聞記事から

2016-12-28日経新聞（夕）2016-12-29日経新聞
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最近の新聞記事から

2016-12-29日経新聞



6

最近の新聞記事から
捜査は
まだまだ続く

しかし、
そもそも
この違法捜査は
３６協定違反
であって
直接
長時間労働に
対してではない
（７０時間）

※３６協定で
時間を長くとれば
どうなるのか

2016-12-30日経新聞
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最近の新聞記事から

そもそも
仕事量と
技量に見合う
人員を
配置していなかった
のではないか

2016-12-27朝日新聞
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最近の新聞記事から

過労死が
ここでも

雇用関係の
ない企業にも
責任

2016-12-31朝日新聞

2016-12-31日経新聞
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最近の新聞記事から

２４時間営業
便利だが、
そこには
必ず
働いている
人達がいる

働く人達に
やさしい社会の
在り方とは・・・

2016-12-27朝日新聞「声」欄
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最近の新聞記事から

2017-01-01日経新聞 2017-01-01朝日新聞



◎今回のテーマ
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これまで１２回にわたってみてきた
「企業と雇用システム」を振り返り、
特に重要である４つの項目を取り上げて、
２回にわたってまとめの講義を行います。
最初に
「日本的雇用慣行」と「労働者の非正規化」を
取り上げ、それぞれの要点・問題点などを
整理します。
次回は、

「長時間労働と働きすぎ」と「性別分業・女性労働」
を取り上げます。

まとめ１：日本的雇用慣行と非正規化
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日本的雇用慣行とは

復習編



労働力（働く人）の構成
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太田聰一・橘木俊詔編『労働経済学入門』より



自営業者と雇用者の変化
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坂東眞理子『働くということ』より

自営業者が急速に減っている：
１９５５年には２５％、２００９年には１０％対して、
雇用者は４０％強から、８０％以上に
ほとんどの人が働く場合には、雇用者となる



日本型企業社会と企業システム、企業中心社会
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企業中心社会
それを示す用語

「会社人間」
「企業戦士」
「単身赴任」



戦後の高度成長

16森岡孝二『企業中心社会の時間構造』より

実質成長率
１９６０年から６５年 １１．７％
１９６５年から７０年 １０．５％
現在は、１％を切るときもある：２０１５年 ０．４７

１９６０年
経済成長が
すべてに優先する：
所得倍増計画



経済成長第一主義の定着

17清家篤『雇用再生』より

実質賃金の上昇
春闘で物価上昇率を超えるベースアップ



経済成長第一主義の定着

18太田聡一・橘木俊詔編『労度経済学入門』より

実質賃金の伸び
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住宅建設

統計指標研究会『統計日本経済分析 下』より
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テレビ普及率： 自動車も

http://gorogoronyan.web.fc2.com/ より



アメリカ型生活様式と日本的企業主義
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アメリカ型生活様式
１９６０年代
テレビ、電気洗濯機、電気冷蔵庫の普及

１９７０年代
３Ｃ：カラーテレビ、乗用車、クーラー 普及

消費主義へ：アメリカ的生活様式へ



日本的雇用慣行：日本的雇用システム
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このような高度成長の中で、
終身雇用
年功序列賃金、企業内福祉：
企業内労働組合

という、
日本的雇用慣行（日本的雇用システム）の下で、
企業中心社会が完成していった

※ただし、それは、大企業の正社員に対してのみ



企業中心主義へ
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高度成長がおわっても続く

第１次オイルショック不況：１９７３年・７４年
経済危機→雇用不安：

労働者の成長志向と企業主義的傾向が強まる：
企業中心社会が形成される：
働きすぎ社会・過労死社会とかかわる、



企業中心主義へ
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労働組合はストをしなくなってきた：
７０年代から減り、８０年代はますます減少：
世界で珍しいストなし国になる（ストレス社会）

森岡孝二編『貧困社会ニッポンの断層』より
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日本的雇用慣行とは

まとめ編
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日本的雇用慣行とは

＊３つの特徴・要素：

終身雇用 あるいは 長期雇用

年功賃金 あるいは 年齢別賃金体系

企業別労働組合 あるいは 企業内労働組合
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日本的雇用慣行とは

終身雇用（長期雇用）・年功賃金・企業別労働組合
それぞれの特徴の内容：

・終身雇用：新卒を採用し同じ企業で定年まで働くこと

・年功賃金：年齢とともに賃金が上がる賃金体系

・企業別労働組合：企業を単位として労働者を組織された組合

・１９６０－７０年代の高度成長の中で、
日本的雇用慣行といわれる
終身雇用・年功賃金・企業別労働組合
が形成された
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日本的雇用慣行の要点・論点

＊その問題点：

・ひとつの制度ではなく慣行と言われるものである

・この雇用慣行はすべての企業にあてはまるものではなく、
大企業の男性正社員に限られる

・特に終身雇用は中小企業にはあてはまらない

・非正規労働者は有期雇用で低賃金のままであり、
働いている企業の労働組合には一般的には入れない
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日本的雇用慣行の要点・論点

＊その問題点：

・女性労働者は大企業ではこれまで若年で退職するため、
この雇用慣行からは対象外であった

・大企業の男性正社員であっても
中高年になると子会社や関連会社に
出向・移籍することがあり、
昇進して定年まで勤めあげる労働者は少数である

・したがって、この雇用慣行が実際にあてはまる労働者は
限られた少数者に留まる
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日本的雇用慣行の要点・論点

＊その問題点：

・この雇用慣行は高度成長期にみられたものであり、
現在は解体の方向にある

・しかしこの雇用慣行はいまだに日本の社会・企業において
意識（慣習）として根強く残っている

・この雇用慣行から非正規労働者問題、長時間労働問題、
性別分業問題が生じた

・この雇用慣行が会社人間・企業戦士・単身赴任などの
用語にみられる企業中心社会を生み出した
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日本的雇用慣行の要点・論点

＊その問題点：

・企業中心社会とは生活の中心が企業にあり、
個人を中心にではなく企業を中心に生きていくこと

・企業中心社会は、男性は会社、女性は家庭ということを
前提にしていた

・特に企業中心社会に基づく長時間労働によって、
過労死の問題が生じさせてきた

・企業中心社会が公害・自然破壊なども問題をも、
もたらした
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非正規労働者の状態、
その原因、問題点

復習編
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就業者の状態

・自営業者・家族従業者：
３０年間で８００万人減少 → 雇用者へ
規制緩和：小売業：大規模店舗法廃止（２０００年）

・正規労働者：
１５年間で５５０万人増加、９７年ピーク
その後の減少で、 ２０１２年にもとに戻る

・非正規労働者：
３０年間で１３００万人強増加
特に、９７年以降 ７８０万人増加

※「就業構造基本調査」による
「就業構造基本調査」：５年に１回：調査項目詳細：１００万人
「労働力調査」：毎月調査：上記より項目少ない：４万人



34

非正規労働者とは

雇用期間：有期、勤務時間：短時間
のいずれか： 不安定な雇用状態

正規労働者 ⇔ 非正規労働者
１）雇用期間：

期間の定めない雇用 ⇔ 有期雇用・短期雇用
２）勤務時間：

フルタイム ⇔ 短時間
※２つのいずれか

３）直雇用（「直接雇用」） ⇔ 外部雇用（「間接雇用」）
も最近は入ってくるかも？
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日本の労働力構成

太田聰一・橘木俊詔編『労働経済学入門』』より
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働き方の基準

伍賀一道『「非正規大国」日本の雇用と労働』より
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雇用形態の現状

伍賀一道『「非正規大国」日本の雇用と労働』より

大企業正社員

フルタイム非正規

中小企業正社員

自発的短時間パート

ディーセントワーク

名ばかり正社員

日雇い派遣
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雇用形態別の人数

伍賀一道『「非正規大国」日本の雇用と労働』より

１７．８ ３１．６

雇用形態の多様化
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・１年以内の新規就業者・転職者での非正規率：６０％へ
伍賀一道・脇田滋・森﨑巌編『劣化する雇用』より

非正規が当たり前の時代
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非正規が当たり前の時代

・雇用者の３８．２％（２０１２年） ４割へ
非正規が当たり前の時代になる：

・「自発的選択型」から「やむをえず型」へ
※非正規の仕事しか見つからない：６０％

・パートが一番多い、次にアルバイト、派遣

・家族のなかに、誰かひとりは非正規
中には全員が非正規
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非正規の年間所得

伍賀一道『「非正規大国」日本の雇用と労働』より

・２００万円未満層：
低所得層
非正規の４分の３：
７５％になる
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非正規の長時間労働・低賃金

伍賀一道『「非正規大国」日本の雇用と労働』より

１０年後の２０１２年：週６０時間以上働いても、
２００万円未満層・３００万円未満層の割合が増加
・低賃金であるから
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女性の年間所得

伍賀一道『「非正規大国」日本の雇用と労働』より

・２００万円未満層：
低所得層のうち

特に
女性の非正規
８４．３％正規雇用

非正規雇用
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非正規の長時間労働・低賃金

伍賀一道『「非正規大国」日本の雇用と労働』より

男性：１３８８円
女性：１１５４円
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非正規の長時間労働・低賃金

・非正規における男女格差：

男：ピークの１３８８円で
年間２０００時間 年収２８０万円
過労死水準の３０００時間で４００万円を超える

女：２０００時間で２００万円余
シングルマザーでのダブルワーク、トリプルワーク

・同一労働（同一価値労働）同一賃金原則がない
日本の固有の特徴
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自立型非正規雇用が多数派に

伍賀一道『「非正規大国」日本の雇用と労働』より

・主な収入源：
自立型非正規が
大多数になる：
・非正規
自分自身の収入

だけで暮らす人が
半数を占める
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入職・離職の高い業種

伍賀一道『「非正規大国」日本の雇用と労働』より

※サービス業：
半年で１２～１７％→２年で半分が入れ替わる
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・グローバル化：
海外との競争、海外生産からの圧力

・女性の社会進出：
家庭内（家事労働・内職）から出る
※サービス産業の増加

・自営業者・家族従事者の減少：
雇用者への転換

・産業構造の変化：
工業からサービス産業への変化

・技術革新：
非熟練労働者でも可能な作業：熟練解体

なぜ、非正規労働者が増えたのか
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非正規労働者の状態、
その原因、問題点

まとめ編
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非正規労働者の状態、その原因、問題点

＊非正規労働者とは

・非正規労働者とは、
正規労働者あるいは正社員にたいする用語である。
また「非典型労働者」とも呼ばれることがある

・正社員が期間の定めのない雇用に対して、
期間の定めのある有期雇用、
あるいは短期間雇用である

・有期雇用であるが、契約期間を繰り返して働いている
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非正規労働者の状態、その原因、問題点

＊非正規労働者とは

・正社員はフルタイム勤務であるの対して、
短時間勤務の場合は非正規雇用である

・企業に直雇用されている労働者に対して、
外部の企業に雇用され派遣されて働く
派遣労働者や請負労働者も非正規用労働者である
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非正規労働者の論点

＊非正規労働者の状態

・日本の非正規率（雇用者のうち非正規労働者の比率）は
現在４割に迫っている

・特に女性の非正規率は６割近くである

・１年以内の新規就業者や転職者の非正規率は６割である

・非正規雇用が当たり前の時代になっている

・自発的選択ではなく、「やむをえず」非正規を選択している
人が多い

・さらに新たな非正規労働者として派遣労働者・請負労働者
が加わった
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非正規労働者の論点

＊非正規労働者増加の原因

・企業は人件費抑制と繁閑対策のために、
正規労働者の採用を抑え、
非正規労働者を主に採用している

・経済のグローバル化によって海外との競争の中で
企業は人件費抑制を行っている

・同様にグローバル化で海外に進出する可能性に対して
人件費抑制圧力がある。
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非正規労働者の論点

＊非正規労働者増加の原因

・共働き家庭の増加や女性の社会進出があるが、
女性の働き口の多くがパートなどに限られている

・自営業・家族従事者から雇用者への転換に伴って
労働者の供給が増加した

・工業からサービス産業への産業構造変化によって、
サービス業では多くが非熟練のため
非正規労働者がふえた

・工業分野でも技術革新による熟練解体によって
非熟練労働者でも可能な作業が増えた
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非正規労働者の論点
＊非正規労働者の問題点

・非正規が正規に比べて低賃金である

・非正規の賃金水準は、最低賃金を基準とされることが多い

・特に女性の８割以上が年収２００万円層になり、
独立して生活できない

・有期雇用であるため、契約の期限がくれば雇止めとなる

・雇止め・解雇されれば、
社会的弱者としての社会問題が起こる可能性がある

・不安定な雇用・低賃金のめ、
働いても貧困：ワーキングプアを生み出す要因でもある
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非正規労働者の論点

＊非正規労働者の問題点

・企業の側では、正規労働者が減ると
その企業・産業での技術・技能が継承されない恐れがある

・非正規労働者においても、技術・技能が蓄積されず、
生かす場がなくなる可能性がある

・同一労働同一賃金へ向けて働き方改革政策において、
正規・非正規間の賃金格差はどうなるのか



今後の講義予定
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次回は最終回です

・ １月１３日：第１４回：企業と雇用システム・まとめ２：

働きすぎと性別分業
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アンケートのお願い

・講義で取り上げてほしい項目・内容があれば、
アンケート用紙に書いてください

・質問事項・疑問点・ご要望があれば
それも書いてください

※できるだけご要望に応えようと思います

本日はここまでです
ありがとうございました


